
 

 

 

 

３Ｄ都市モデルを活用した三次市における 
賑わい創出の取組成果について 

 

１ 要旨・目的 

  ３Ｄ都市モデル※の活用促進を図るため、三次市において、賑わい創出を目的とした観光アプリ

「みよしもののけ探索ＡＲ」（別紙）を開発・運用したことから、その成果を報告する。 

なお、本取組は広島デジフラ構想の一環として進めている取組である。 

※ 「まちづくりDX」のデジタル・インフラとして、仮想空間上に、都市計画基礎調査等によって得られた建物の用途や建築年といっ

た都市空間情報を付与することで、“まち”そのものを再現することを可能としたもの。 

 

２ 現状・背景 

３Ｄ都市モデルの活用を市町が自律的に発展させていくためには、新たな活用方法やそのデ

ータの持つポテンシャルなどを産官学へ展開していく必要がある。 

このため、令和６年度は試行的に県が主導する形で、三次市及び一般社団法人三次観光推進

機構等と連携した街の回遊性向上を図るアプリの開発・運用を行った。 

○ 取組に期待する効果 

※ 湯本豪一記念日本妖怪博物館（三次もののけミュージアム）に隣接する歴史的な街並みが残る南北約 1.4ｋｍの石畳が敷かれた

商店街 

 

３ 取組概要 

(1)  実施主体 

広島県、三次市、一般社団法人三次観光推進機構、三次もののけミュージアム 

 ※下線の団体は、協力団体 

 

(2)  取組内容 

３Ｄ都市モデルの持つ建物形状が正確に把握

できるという特性を活かし、スマートフォンを通して、

三次町の街中にリアルに“もののけ”を出現させる

ことで、街に付加価値を提供し、来訪者の回遊性

を向上させるものである。 
 

(3)  運用期間 

令和 6 年 10 月 26 日～令和 7 年 2 月 24 日 
 

(4)  予算（補助事業・単県） 

 約 10,000 千円（令和６年度予算・補助事業） 

 

直接的な効果 歴みち石畳通り※へ観光客を誘導し、滞在時間を延伸する 

間接的な効果 ３Ｄ都市モデルの自律的な活用により、スマートシティ化を促進する 

令和７年４月 18日 
課 名 土木建築局都市計画課 
担当者 課長 梶村 

内 線 4110 
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４ 取組成果 

(1)  運用状況 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  取組効果 

   １） 直接的な効果 

○ 回遊性の向上 

 三次もののけミュージアムから歴

みち石畳通りを結ぶ、もののけ小路

の通行者数（②）及び歴みち石畳

通りを回遊した割合（③）は増加して

おり、本取組により、観光客を三次

もののけミュージアムから歴みち石

畳通りに回遊させ、滞在時間を延

ばす一定の効果を確認できた。 

 

   2） 間接的な効果 

○ 持続性 

    三次市が主体となって、当アプリを活用した賑わい創出の取組を継続して実施する意向であ

り、本年度については、５月１日（木）から運用を再開するとともに、より効果的な活用方法につ

いても検討されているところである。 

 

   ○ 活用促進 

    県民に３D 都市モデルに触れる機会を提供し、広く知ってもらうことができる取組となった。ま

た、当アプリの開発・運用により、３D 都市モデルの有用性について産官学に向けた情報発信

をする機会を得ることができた。 

 

５ 今後について 

三次市が主体となって行う賑わい創出の取組を支援するとともに、更なる３Ｄ都市モデルの活用

に向けた事例紹介等を国土交通省と引き続き連携して行う。 

また、民間事業者や研究機関等に対し、都市計画基礎調査情報を含めた周知・利活用を促進

することで、イノベーションを創出し、地域課題を解決するスマートシティの実現につなげていく。 

アプリの運用期間 令和６年 10 月 26 日～令和７年２月 24 日 

アプリの利用者数 925 人（ダウンロード数） 
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